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地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の名称 

第２期由布市まち・ひと・しごと創生推進計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

大分県由布市 

 

３ 地域再生計画の区域 

大分県由布市の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

由布市は、２００５年１０月に、挾間町、庄内町、湯布院町の３町が合併して

誕生した。全国屈指の温泉地として知られ年間４０４万人の観光客が訪れる観光

地でもある由布院温泉を有する湯布院地域、豊かな自然と農村や庄内神楽等の文

化的資源を有する庄内地域、県都大分市のベッドタウンであり教育・文化・医療・

商業施設等の都市機能が集積する挾間地域は、時代の変遷とともにそれぞれの地

域の特色を背景に地域産業が発展してきた。本市の産業別人口は、医療・福祉、

卸売業・小売業、宿泊業・飲食サービス業の従業者が突出しており、それに農林

業、公務等が続いている。就業者数は、直近の国勢調査（２０２０年）では１５，

５３１人であり、前回調査（２０１５年）は１６，３３９人であるため５年間で

４．９％減少している。その要因は少子高齢化や生産年齢人口の転出、若者の価

値観の違いやミスマッチなどが原因の一つであると考えられる。また本市の人口

も１９８５年の３５，９４５人をピークに減少が続いており、直近の国勢調査（２

０２０年）では、３２，７７２人まで落ち込んでいる。国立社会保障・人口問題

研究所によると、現状のペースでは２０３０年には約７．３％減少し、なかでも

１５歳以上６５歳未満の人口である生産年齢人口は同期間に７．６％減少となる

見込みである。 

本市の自然動態については、自然減少の状態が現在まで続いている。本市の平

均寿命は、男性８１．７歳、女性８７．８４歳で、今後も続く高齢化の進行とと
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もに、出生数も２００９年の３１５人を最高に、２０２４年では１９９名と減少

傾向にあり、今後人口の自然減は加速すると見込まれている。その要因は２０歳

から２９歳の女性人口が著しい減少傾向にあり、出産適齢期の女性人口の減少が

大きな要因と考えられる。 

本市の社会動態の推移を見ると、２０１１年から２０２０年まで転出超過の傾

向が続いていたが、２０２１年から転入者（１，５８２人）が転出者（１，４９

７人）を上回っており、２０２４年も転入者（２，０６２人）が転出者（１，７

２７人）を上回る状況が続いている。その要因としては、県都大分市に隣接する

挾間地域の宅地化に伴う子育て世帯の転入や移住施策の充実により転入者が増え

たことなどが考えられる。しかし、転出者が２０２１年から２０２４年まで増加

しており、特に若者の転出については、雇用機会の少なさに加え、選択肢が少な

い事が原因の１つであると考えられる。 

労働力の中枢である生産年齢人口の減少が進むと、従業員の確保が難しくなっ

てくる。近年、本市の有効求人倍率は２．８２（２０２４年度平均）で、県内で

最も高い水準で推移しており、人手不足、後継者不足、働き方改革への対応等の

課題に直面している。 

【地域の課題】 

本市の人口は上記のとおり、現在ではピーク時の１９８５年の人口の約９割と

減少幅は小さいものの、このまま自然減が加速した場合は、地域コミュニティの

運営が難しくなり、また市内経済や産業の衰退が懸念されている。 

市外への転出者が多い若者が希望する魅力ある雇用機会を創出することで若者

の市外への流出を抑制し、基幹産業である観光業・農業への波及効果を与え、市

内経済と産業の衰退を防止することが、本市の課題である。 

【目標】 

これらの課題に対応するため、市民の結婚・妊娠・出産・子育ての希望の実現

を図り自然増につなげる。また、移住をさらに促進するとともに、安定した雇用

の創出や地域を守り活性化するまちづくり等を通じて、転出者の減少に歯止めを

かける。 

なお、これらに取り組むに当たっては、次の事項を本計画期間における基本目

標として掲げる。 
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 ・基本目標Ⅰ みんなで支え合う、安心・安全なまちづくり 

 ・基本目標Ⅱ 誰もが健やかに暮らせるまちづくり 

 ・基本目標Ⅲ 豊かな環境の中で快適な暮らしができるまちづくり 

 ・基本目標Ⅳ 人や文化を育むまちづくり 

 ・基本目標Ⅴ 生業をつなぎ、地域が潤うまちづくり 

 ・基本目標Ⅵ 由布の魅力発信ファンとつながるまちづくり 

 

【数値目標】 

５－２の

①に掲げ

る事業 

ＫＰＩ 
現状値 

（計画開始時点） 

目標値 

（令和１２年度） 

達成に寄与する

地方版総合戦略

の基本目標 

ア 
緊急自動車更新台数

（消防本部）（累計） 
０台 ４台 基本目標Ⅰ 

ア 
資機材等整備件数（

消防本部）（累計） 
０件 ８件 基本目標Ⅰ 

ア 
防火水槽設置数（累

計） 
０基 ３基 基本目標Ⅰ 

ア 
車両更新台数（消防

団）（累計） 
０台 １５台 基本目標Ⅰ 

ア 
資機材等整備地区数

（消防団）（累計） 
０地区 ３０地区 基本目標Ⅰ 

ア 
訓練、研修等の延べ

参加人数（消防団） 
２，０００人 ２，５００人 基本目標Ⅰ 

ア 消防団員の充足率 ８６％ ９０％ 基本目標 1 

ア 自主防災組織数 ５２団体 ５８団体 基本目標Ⅰ 

ア 防災講話数 ３５回 ４０回 基本目標Ⅰ 

ア 
自主防災組織活動交

付金交付団体数 
１９団体 ３０団体 基本目標Ⅰ 

ア 自治会への防災士配 ６９％ ７７％ 基本目標Ⅰ 
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置率 

ア 

由布市公式アプリ

「ゆふポ」ダウンロ

ード数（累計） 

９，１７９件

（Ｒ６年度時

点累計） 

１１，０００

件 
基本目標Ⅰ 

ア 
収支率１０％以上の

路線数 
４路線 ６路線 基本目標Ⅰ 

ア 
便平均２人未満のユ

ーバス路線数 
１３路線 ６路線 基本目標Ⅰ 

ア ユーバス利用者数 
２５，７７２

人 

２５，７７２

人 
基本目標Ⅰ 

ア 
ユーバス１便当たり

の乗車人数 
２．７人 ３．５人 基本目標Ⅰ 

ア 

免許返納者へのユー

バス無料券の交付

数・タクシー補助券

の交付数 

１３４件 １６０件 基本目標Ⅰ 

ア 
移動困難者、買物困

難者への支援取組数 
２件 ４件 基本目標Ⅰ 

ア 

由布市と地域まちづ

くり協議会の連携取

組数 

６９件 ９０件 基本目標Ⅰ 

ア 
地域活力創造事業実

施数 
４９件 ７０件 基本目標Ⅰ 

ア 

市および地域まちづ

くり協議会による広

報活動・情報発信数 

２８６件 ３３０件 基本目標Ⅰ 

イ 乳幼児健診受診率 

１．６歳児 

９５．５％ 

 

１．６歳児 

１００％ 

 

基本目標Ⅱ 
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３歳児 

９８．１％ 

３歳児 

１００％ 

イ 

妊娠・出産について

満足している人の割

合 

９２．６％ １００％ 基本目標Ⅱ 

イ 
特定健診受診率（由

布市国保） 
４６．７％ ６０．０％ 基本目標Ⅱ 

イ 
女性がん検診受診率

（４０歳～６９歳） 

子宮頸がん 

９．９％ 

乳がん 

１３．６％ 

子宮頸がん 

１０．５ 

％乳がん 

１４．２％ 

基本目標Ⅱ 

イ 

メタボリックシンド

ロームの該当者およ

び予備群の割合（４

０歳～７４歳）（由布

市国保） 

該当者 

２２．０％予

予備群 

１３．８％ 

該当者 

２０．６％ 

予備群 

１１．２％ 

基本目標Ⅱ 

イ 
健康づくりリーダー

派遣者数 
３７１人 ４４０人 基本目標Ⅱ 

イ 

ＩＣＴ（情報通信技

術）を活用して実施

または情報発信した

事業数 

２２件 ２８件 基本目標Ⅱ 

イ 

大分県公式健康アプ

リ「あるとっく」ダウ

ンロード数（累計） 

７５７件 １，８００件 基本目標Ⅱ 

イ 
「高齢者通いの場」

の参加率 
１８．２％ ２１．０％ 基本目標Ⅱ 

イ 
認知症サポーター養

成講座年間受講者数 
２２７人 ２５０人 基本目標Ⅱ 
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イ 食育事業の参加者数 ７２１人 ９００人 基本目標Ⅱ 

ウ 
水環境創出事業・調

査研究件数 
３件 ５件 基本目標Ⅲ 

ウ 環境学習会等開催数 ４０回 ４５回 基本目標Ⅲ 

ウ 
上記２つの取組に参

加した市民の数 
８００人 ９００人 基本目標Ⅲ 

ウ ごみのリサイクル率 １０．８％ １１．４％ 基本目標Ⅲ 

ウ 
一人あたりの家庭ご

み排出量 

６０３．９ｇ/

日 

５６５．７ｇ/

日 
基本目標Ⅲ 

ウ 

太陽光発電設備が設

置可能な由布市の公

共施設への設置割合 

７％ ３０％ 基本目標Ⅲ 

ウ 
河川水質基準の達成

率 
９０％ ９５％ 基本目標Ⅲ 

ウ 
森林整備済面積（累

計） 
８４ha ２０４ha 基本目標Ⅲ 

ウ 

マイナンバーカード

を活用した電子申請

システム手続数 

５１件 ７１件 基本目標Ⅲ 

ウ 
電子申請システム利

用者数 

１０，１３８

人 

１２，０００

人 
基本目標Ⅲ 

ウ 

窓口申請支援システ

ムで対応できる手続

きの総数 

１２件 ８０件 基本目標Ⅲ 

ウ 県外からの移住者数 ２０５人 ２４０人 基本目標Ⅲ 

ウ 
空き家バンク登録件

数 
２１件 ４０件 基本目標Ⅲ 

ウ 
空き家バンク成約件

数 
１３件 ３０件 基本目標Ⅲ 
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ウ 
補助金活用による空

き家の除却件数 
３件 ５件 基本目標Ⅲ 

ウ 
都市公園数および面

積（総数） 

公園数 

４４公園 

面積 

１０．８１ha 

公園数 

４８公園 

面積 

１１．３０ha 

基本目標Ⅲ 

エ 

こどもの居場所づく

り（放課後児童クラ

ブ、児童育成支援拠

点、地域子育て支援

拠点の総数） 

放課後児童ク

ラブ 

１９施設 

児童育成支援

拠点  

０施設 

地域子育て支

援拠点 

４施設 

放課後児童ク

ラブ 

１９施設 

児童育成支援

拠点 

１施設 

地域子育て支

援拠点 

４施設 

基本目標Ⅳ 

エ 
放課後児童クラブ利

用定員数 

６８５人 

（Ｒ７年度） 
７２０人 基本目標Ⅳ 

エ 

子育て相談業務にお

いて適切な助言を提

供できた割合 

９３％ ９６％ 基本目標Ⅳ 

エ 
保育所待機児童数

（潜在含む） 
７人 ０人 基本目標Ⅳ 

エ 

由布市家庭教育講座

（サロン）の受講者

数 

３７１人 ４５０人 基本目標Ⅳ 

エ 地域人材派遣者数 ５１０人 ８００人 基本目標Ⅳ 

エ 読み聞かせ参加者数 １，９３１人 ２，１００人 基本目標Ⅳ 

エ 
子ども司書の認定者

数 
７人 ９人 基本目標Ⅳ 
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エ 
「由布の学び検定」

受験者数 
５６６人 ６５０人 基本目標Ⅳ 

エ 公民館講座受講者数 １，１６６人 １，７００人 基本目標Ⅳ 

エ 公民館施設利用者数 
１１７，８２

６人 

１３５，００

０人 
基本目標Ⅳ 

エ 
スポーツイベント参

加者数 
８１８人 １，０１０人 基本目標Ⅳ 

エ 

学校内外の機関等に

よる専門的な相談・

指導を受けた不登校

児童・生徒の割合 

小学校 

１００％ 

中学校 

１００％ 

小学校 

１００％ 

中学校 

１００％ 

基本目標Ⅳ 

エ 

「地域とともにある

学校」づくりの推進

に向けて体制が整っ

ている小・中学校の

割合 

小学校 

１００％ 

中学校 

１００％ 

小学校 

１００％ 

中学校 

１００％ 

基本目標Ⅳ 

エ 

全国学力・学習状況

調査にて、「地域や社

会をよくするために

何かしてみたいと思

う」と回答した児童・

生徒の割合 

小学校 

７０．３％ 

中学校 

５９．９％ 

小学校 

７５％ 

中学校 

６８％ 

基本目標Ⅳ 

エ 
由布市内からの由布

高校進学者数 
５８人 ７０人 基本目標Ⅳ 

オ 新規就農者数 ７人 １０人 基本目標Ⅴ 

オ 
ファーマーズスクー

ル研修者数（累計） 

７人（Ｒ２～

６年度） 

１０人（Ｒ８

～１２年度） 
基本目標Ⅴ 

オ 
ファーマーズスクー

ル研修修了後の就農

３人（Ｒ２～

６年度） 

８人（Ｒ８～

１２年度） 
基本目標Ⅴ 
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者数（累計） 

オ 
就農フェア等参加回

数 
５回 ９回 基本目標Ⅴ 

オ 新規参入企業数 ０件 

Ｒ１２年度ま

でに２企業参

入または交渉

件数５件 

基本目標Ⅴ 

オ 

主要農産物（梨、いち

ご、白ネギ）の生産者

数 ※生産部会加盟

者の総数 

梨３０人 

（Ｒ７年度）

いちご１５人

（Ｒ７年度）

白ネギ１６人

（Ｒ７年度） 

梨３０人 

いちご２０人

白ネギ２０人 

基本目標Ⅴ 

オ 
大分県畜産共進会へ

の出品 
７頭 １０頭 基本目標Ⅴ 

オ 

学校給食での地元農

産物を活用した献立

率 

６３．８６％ ７６％ 基本目標Ⅴ 

オ 
学校給食への地元農

産物使用率 
１９．４７％ ３０％ 基本目標Ⅴ 

オ 食農教育開催数 ５回 １０回 基本目標Ⅴ 

オ 

食文化ＰＲ活動開催

数および郷土料理提

供食数 

開催数 

６回 

郷土料理提供

数 

１１回 

開催数 

８回 

郷土料理提供

数 

２０回 

基本目標Ⅴ 

オ 
企業立地促進助成に

よる新規雇用者数 

１０人 

（㌃年度） 
１０人 基本目標Ⅴ 

オ 異業種交流会の開催 開催数 開催数 基本目標Ⅴ 
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数・参加者数 ２回 

参加者数 

５０人 

２回 

参加者数 

６０人 

オ 
異業種交流グループ

活動件数 
２件 ２件 基本目標Ⅴ 

オ 
ゆふマッチボックス

採用人数 
１９５人 ３５０人 基本目標Ⅴ 

オ 新規創業件数 ８件 １０件 基本目標Ⅴ 

オ 事業承継相談会件数 
１件 

（Ｒ７年度） 
２件 基本目標Ⅴ 

オ 新規就農者数 ７人 １０人 基本目標Ⅴ 

オ 
ファーマーズスクー

ル研修者数（累計） 

７人（Ｒ２～

６年度） 

１０人（Ｒ８

～１２年度） 
基本目標Ⅴ 

カ 年間宿泊客数 

１，３８９，

０００人 

（Ｒ５年） 

１，４２５，

０００人 
基本目標Ⅵ 

カ 年間観光客数 

４，０４２，

０００人 

（Ｒ５年） 

４，２５０，

０００人 
基本目標Ⅵ 

カ 年間観光消費額 

２５，９３

３，０００ 

千円 

（Ｒ５年） 

２８，６９

８，０００ 

千円 

基本目標Ⅵ 

カ 
クアオルトプログラ

ム参加者数（延べ） 
１，０００人 １，２００人 基本目標Ⅵ 

カ 

対外的プロモーショ

ンイベントの開催回

数 

１回 ２回 基本目標Ⅵ 

カ 由布市公式ＳＮＳ等 ２５０回 ３５０回 基本目標Ⅵ 
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による観光情報の発

信回数 

カ メディア出演本数 ４４本 ５５本 基本目標Ⅵ 

カ 
人口動態における社

会増減 
＋３３５人 ＋３００人 基本目標Ⅵ 

カ 
移住施策を活用して

移住した人数 
９６人 １２０人 基本目標Ⅵ 

カ 

移住施策を活用した

移住者の３年後定住

率 

８０％ ９０％ 基本目標Ⅵ 

カ 
移住相談会等の相談

者数 
２０人 ３５人 基本目標Ⅵ 

カ 

移住特設サイトにお

ける「由布日記」の投

稿数 

８件 １２件 基本目標Ⅵ 

カ 

移住特設サイトにお

ける「由布日記」の閲

覧数 

１，９０４件 ２，８００件 基本目標Ⅵ 

カ ふるさと納税寄附額 １０．２億円 １２．５億円 基本目標Ⅵ 

カ 神楽公演回数 ７回 ７回 基本目標Ⅵ 

カ 
神楽イベント参加者

数 

３，０００名

（Ｈ２９～Ｒ

６年度平均） 

３，６００名 基本目標Ⅵ 

カ 

由布市内の小学校等

の授業で神楽体験教

室を行った回数 

５回 ５回 基本目標Ⅵ 

カ 

市および地域活力創

造事業補助団体によ

る広報活動・情報発

２３回 ７０回 基本目標Ⅵ 



 

12 

信数 

カ 

由布市公式アプリ

「ゆふポ」ダウンロ

ード数（累計） 

９，１７９件

（Ｒ６年度時

点累計） 

１１，０００

件 
基本目標Ⅵ 

カ 
由布市公式ＬＩＮＥ

登録者数 
３，５１３人 ５，２００人 基本目標Ⅵ 

カ 農泊体験者数 ２００人 ２５０人 基本目標Ⅵ 

カ 

アドベンチャーツア

ー等アクティビティ

体験者数 

２４０人 ３００人 基本目標Ⅵ 

カ 
特産品（オリジナル

商品）販売額 

１，１６３千

円 

１，５００千

円 
基本目標Ⅵ 

 

５ 地域再生を図るために行う事業 

５－１ 全体の概要 

５－２のとおり。 

 

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

○ まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する寄附を行った法人に対する

特例（内閣府）：【Ａ２００７】 

① 事業の名称 

第２期由布市まち・ひと・しごと創生推進事業 

ア みんなで支え合う、安心・安全なまちづくり事業 

イ 誰もが健やかに暮らせるまちづくり事業 

ウ 豊かな環境の中で快適な暮らしができるまちづくり事業 

エ 人や文化を育むまちづくり事業 

オ 生業をつなぎ、地域が潤うまちづくり事業 

カ 由布の魅力発信ファンとつながるまちづくり事業 

② 事業の内容 

ア みんなで支え合う、安心・安全なまちづくり事業 
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地域の防災体制を見直し、さまざまな立場の人々が連携した、持続可能

な防災の仕組みをつくり、地域の実情を見つめ直し、多様な視点とデー

タを活かしながら、福祉・医療、教育、商工分野等と連携した横断的な

施策を推進することで、誰もが快適に利用できる交通のあり方を再構築

し、世代や立場を超えて、地域住民が参画・交流できる地域コミュニテ

ィを育み、地域の活力を創出する事業 

【具体的な事業】 

・災害対策環境整備事業 

・地域活力創造事業 等 

 

イ 誰もが健やかに暮らせるまちづくり事業 

すべての世代が心身ともに健やかに暮らせるよう、多角的な支援と情報  

発信を行い、一人ひとりの健康づくりを支援する事業 

【具体的な事業】 

・成人保健の推進 

・健康立市推進事業 等 

 

ウ 豊かな環境の中で快適な暮らしができるまちづくり事業 

地球温暖化対策やカーボンニュートラルの実現等に向けて、環境保全へ

の意識向上を図り、ごみの減量から自然資源の保護まで、幅広い取組を

推進するとともに、新しい技術を積極的に取り入れることで行政サービ

スのデジタル化を推進して、市民の利便性向上や行政運営の効率化を図

り、住宅・道路・公園といった地域住民の生活の場となるインフラ施設

の整備・管理を適切に行い、他の分野とも連携しながら、住みよい環境

づくりを行う事業 

【具体的な事業】 

・みんなで取り組むごみ減量化事業 

・由布市に住みたい事業 等 

 

エ 人や文化を育むまちづくり事業 
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子育て世代の実情や多様なニーズを捉えながら、地域で子育てを支え合

う意識を育み、子育て施策の情報を積極的に発信することで、誰もが安

心して子育てできる支援体制を整え、由布市の豊かな環境を活かしつつ、

市民の関心や多様なニーズに寄り添い、生涯を通じて豊かな学びや交流

を楽しめる仕組みを構築する事業 

【具体的な事業】 

・保育所活動推進事業 

・地域協育推進事業 等 

 

    オ 生業をつなぎ、地域が潤うまちづくり事業 

今後の農業を持続可能なものにするために、儲かる農業を実現すること

で、新規就農者の定着や企業の参入を図り、産業としての魅力向上に取

り組み、新たな挑戦に前向きな企業・起業を地域に迎え入れ、関係機関

が連携しながら、誰もが心地よく働ける環境づくりを推進する事業 

【具体的な事業】 

・就農支援事業 

・商工振興活性化事業 等 

 

    カ 由布の魅力発信ファンとつながるまちづくり事業 

”住んでよし、訪れてよし”の「滞在型・循環型保養温泉地」の観光ま

ちづくりを、さらに発展的に継承するとともに、由布市の各地域の多様

な魅力を十分に活かし、積極的な情報発信を行うことで、交流人口を増

やす。また、地域とのつながりを深める仕組みづくりにより、関係人口

（由布の熱心なファン）を増やして、最終的には移住・定住者の創出を

図る事業 

【具体的な事業】 

・観光振興事業 

・定住および移住促進事業 等 

 

※なお、詳細は第３期由布市総合戦略のとおり 
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③ 事業の実施状況に関する客観的な指標（重要業績評価指標(ＫＰＩ)）４の 

【数値目標】に同じ。 

④ 寄附の金額の目安 

１，０００，０００千円（２０２６年度～２０３０年度累計） 

⑤ 事業の評価の方法（ＰＤＣＡサイクル） 

毎年度７月に外部有識者による効果検証を行い、翌年度以降の取組方針を

決定する。検証後速やかに由布市公式ＷＥＢサイト上で公表する。 

⑥ 事業実施期間 

２０２６年４月１日から２０３１年３月３１日まで 

 

６ 計画期間 

２０２６年４月１日から２０３１年３月３１日まで 


